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1．教職課程（2026 年度以降入学者適用） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（１）本学で目指す教師像と教職課程について 

教職課程は、将来教員となるために、教育職員免許法に基づき、大学における所定の基礎資格を取得しかつ
定められた必要単位を修得することによって、教員免許状（教育職員になるための資格）が授与されるための
養成課程です。 

本学で目指す教師像は、建学の理念に則り、「公徳心を体して国内外に対する広い意識と展望を持ち、様々
な専門分野の知識・技能や教員としての確かな力量形成を兼ね備えた教員」の育成を旨とし、教職課程を有す
る各学部・学科では、その特色をいかして、国・公・私立中学校教諭、高等学校教諭の資格取得を目的として
設置されています。 
 本学において取得できる教員免許状は中学校教諭の一種，高等学校教諭の一種免許状です。 
 この免許状を取得するためには、各学部で定める卒業に必要な要件を充たすとともに教育職員免許法に定め
る必要単位を修得することが必要です。中学校教諭一種免許状（英語，保健体育）取得については、それに加
え、介護等の体験を行うことも必要となります。 
 上記の要件を充たした者には卒業と同時に教育職員免許状が授与されることになりますが、公立学校の教諭
になる場合には、免許状取得（見込）後さらに各都道府県で行う教員採用選考試験に合格しなければなりませ
ん。この教員採用試験は、近年そのハードルが非常に高くなっています。したがって、教員採用試験の難関を
突破するためには、講義へ出席するのみでなく各自の主体的な学修など地道な取り組みが必要です。 
 教職課程履修者はこれらのことを念頭に入れ、免許状の取得だけを目的とするのではなく、教員採用を目指
し、計画的な学修を進めてください。 
 

（２）免許状の種類および教科 

各学部で取得できる免許状の種類及び免許教科は次のとおりです。 

学部 学科 免許状の種類 免許教科 

人間社会学部 
人間スポーツ学科 

中学校教諭一種免許状 
高等学校教諭一種免許状 

保健体育 
保健体育 

スポーツ科学科 
中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 
保健体育 
保健体育 

言語コミュニケーション学部 英語コミュニケーション学科 
中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 
英 語 
英 語 

 
中学校教諭一種免許状取得を条件に、提携校の通信教育課程での併修により小学校教諭一種免許状が取得できま
す。 

教職課程履修者へ 
１．教職課程履修者は、このガイドを注意深く読むこと。 
２．教職課程に関する学生への連絡事項はPOTIで行う。見落とさないよう心掛けること。 
３．ガイダンス等については必ず出席すること（無断欠席の場合は履修の意思がないとみなす）。 
４．レポート、申請書類等の提出期限は、厳守すること。 

1．教職課程（２０２6 年度以降入学者） 
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（３）免許状を取得するためには 

免許状を取得するためには、下記の諸条件を充たす必要があります。 
① 基礎資格 
「学士の学位を有すること。」 
大学におおむね４年以上在学し、各自の所属学科の卒業に必要な単位数を修得し、卒業することが必要で

す。学士の学位は「卒業要件を満たす」ことにより取得できるものです。 
 

② 必要単位数 
希望する免許状の種類と免許教科に従って、それぞれの条件を充たすように修得する必要があります。 

 各区分より定められた単位数以上を修得してください。 
(単位) 

免許状の種類 
中学校一種 高等学校一種 

英語 保健体育 英語 保健体育 

教科及び教科の指導法に関する科目 36 37 40 37 

教育の基礎的理解に関する科目等※ 39 39 35 35 

大学が独自に設定する科目 1 1 ― ― 

教育職員免許法施行規則 
第66条の6に定める科目 

10 12 10 12 

合 計 86 89 85 84 
 

※教育の基礎的理解に関する科目等 …… 教育の基礎的理解に関する科目・道徳、総合的な 
学習の時間等の指導及び生徒指導、教育相談等に関する科目・教育実践に関する科目 

 

中学校と高等学校の免許状を取得する場合、上記の科目の中で共通する科目については重複して履修する 
必要はありません。 
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（４）教科等及び教科の指導法に関する科目 
各免許教科における「教科及び教科の指導に関する科目」は次のとおりです。それぞれの表に従い、定めら

れた科目及び単位数を修得してください。 
① 人間スポーツ学科 中学校・高等学校（保健体育） 
第１表 

 

中一種免 高一種免

スポーツ科学実習 : ダンス 1 200 人社 1 1 必修
スポーツ科学実習 : 柔道初級 1 200 人社 1 1 必修
スポーツ科学実習 : 陸上競技 1 200 人社 1 1 必修
スポーツ科学実習 : 器械運動 1 200 人社 1 1 必修
スポーツ科学実習 : 水泳 1 200 人社 1 1 必修
体つくり運動(保体教職) 2 200 人社 2 2 必修
スポーツ科学実習 : サッカー初級 1 200 人社
スポーツ科学実習 : バスケットボール 1 200 人社
スポーツ科学実習 : バレーボール 1 200 人社
スポーツ科学実習 : 球技（ベースボール型）実践 1 200 人社
スポーツ科学実習 : テニス初級 1 200 人社
健康心理学 2 200 人社 2 2 必修
運動トレーニング基礎理論Ⅰ 2 100 人社 2 2 必修
運動トレーニング基礎理論Ⅱ 2 200 人社 2 2 必修
体育史 2 200 人社 2 2 必修
スポーツ教育学 2 300 人社
スポーツバイオメカニクスⅠ 2 300 人社
スポーツビジネス論 2 300 人社
スポーツマネジメント論 2 300 人社
解剖学 2 100 人社 2 2 必修
生理学 2 100 人社 2 2 必修
スポーツ医学 2 200 人社
健康栄養学Ⅰ 2 100 人社
健康栄養学Ⅱ 2 200 人社
体力測定評価 2 200 人社
運動処方論Ⅰ 2 200 人社
運動処方論Ⅱ 2 200 人社

衛生学・公衆衛生学 衛生・公衆衛生学 2 300 人社 2 2 必修
学校保健 2 300 人社 2 2 必修
救急・応急処置 2 300 人社
保健体育科教育法ⅠA 2 200 教職
保健体育科教育法ⅠB 2 200 教職
保健体育科教育法ⅡA 2 300 教職
保健体育科教育法ⅡB 2 300 教職

33 29
4 8
37 37

最低修得単位数科目
区分

各科目に定める
ことが必要な事

項

授業科目 単位数
ナンバ

リング
設置
学部

履修
方法等

教
科
に
関
す
る
専
門
的
な
事
項

体育実技

「体育原理、体育心理
学、体育経営管理学、
体 育 社 会 学 、 体 育
史」・運動学(運動方
法学を含む。)

生理学(運動生理
学を含む。)

学校保健(小児保健、
精神保健、学校安全・
救急処置を含む。)

各教科の指導法(情報
機器及び教材の活用を
含む。)

2 2

　5科目の
うち、2科
目2単位選

択必修

8 4

必修
高校はⅠAB
の組合せで
4単位選択

必修

選択科目
計

必修、選択必修科目　計
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注1 高一種免の選択科目4単位は、必修及び選択必修として選んだ科目以外で充足すること。 
注2 保健体育科教育法は，中一種免はⅠAB及びⅡABの8単位，高一種免はⅠABの4単位を修得していること。

ただし、ⅡAの履修はⅠAの修得者のみに、また、ⅡBの履修はⅠBの修得者のみに認められる。なお、高一
種免においてもⅡABの履修は可能とする。 

注3    網掛けの科目は教育実習受講資格に定められた科目です。3年次終了までに必ず単位を修得してくだ
さい。（IAIBまたはIIAIIBの組合せで4単位） 

注4 選択科目は必修及び選択必修以外の授業科目の単位で充足してください。 
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② スポーツ科学科 中学校・高等学校（保健体育） 
第２表 

 

中一種免 高一種免

スポーツ科学実習 : ダンス 1 200 人社 1 1 必修
スポーツ科学実習 : 柔道初級 1 200 人社 1 1 必修
スポーツ科学実習 : 陸上競技 1 200 人社 1 1 必修
スポーツ科学実習 : 器械運動 1 200 人社 1 1 必修
スポーツ科学実習 : 水泳 1 200 人社 1 1 必修
体つくり運動(保体教職) 2 200 人社 2 2 必修
スポーツ科学実習 : サッカー初級 1 200 人社
スポーツ科学実習 : バスケットボール 1 200 人社
スポーツ科学実習 : バレーボール 1 200 人社
スポーツ科学実習 : 球技（ベースボール型）実践 1 200 人社
スポーツ科学実習 : テニス初級 1 200 人社
スポーツ科学実習 : サッカー中級 1 200 人社
スポーツ科学実習 : 柔道上級 1 300 人社
スポーツ科学実習 : テニス上級 1 300 人社
スポーツ心理学Ⅰ 2 100 人社 2 2 必修
スポーツ心理学Ⅱ 2 200 人社 2 2 必修
スポーツ運動学 2 300 人社 2 2 必修
体育史 2 200 人社
スポーツ法学 2 300 人社 2 2 必修
メンタルトレーニングⅠ（講義） 2 200 人社
メンタルトレーニングⅡ（演習） 2 300 人社
スポーツバイオメカニクスⅠ 2 300 人社
スポーツバイオメカニクスⅡ 2 300 人社
スポーツ経営学 2 300 人社
スポーツ生理学Ⅰ 2 200 人社 2 2 必修
スポーツ生理学Ⅱ 2 200 人社 2 2 必修
スポーツ栄養学Ⅰ 2 200 人社
スポーツ栄養学Ⅱ 2 200 人社
運動機能解剖学Ⅰ 2 100 人社
運動機能解剖学Ⅱ 2 200 人社
アスレティックリハビリテーション論 2 300 人社
スポーツ生理学演習Ⅰ 2 200 人社

衛生学・公衆衛生学 衛生・公衆衛生学 2 300 人社 2 2 必修
学校保健 2 300 人社 2 2 必修
スポーツ外傷・障害 2 300 人社
保健体育科教育法ⅠA 2 200 教職
保健体育科教育法ⅠB 2 200 教職
保健体育科教育法ⅡA 2 300 教職
保健体育科教育法ⅡB 2 300 教職

33 29
4 8
37 37

体育実技

2 2

　5科目の
うち、2科
目2単位選

択必修

最低修得単位数科目
区分

各科目に定めるこ
とが必要な事項 授業科目 単位数

必修
高校はⅠAB
の組合せで
4単位選択

必修

必修、選択必修科目　計

履修
方法等

教
科
に
関
す
る
専
門
的
な
事
項

「体育原理、体育心理
学、体育経営管理学、
体 育 社 会 学 、 体 育
史」・運動学(運動方
法学を含む。)

生理学(運動生理
学を含む。)

学校保健(小児保健、
精神保健、学校安全及
び救急処置を含む。)

ナンバ
リング

設置
学部

選択科目
計

各教科の指導法(情報
通 信 技 術 の 活用 を含
む。)

8 4
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注1 高一種免の選択科目4単位は、必修及び選択必修として選んだ科目以外で充足すること。 
注2 保健体育科教育法は，中一種免はⅠAB及びⅡABの8単位，高一種免はⅠABの4単位を修得していること。

ただし、ⅡAの履修はⅠAの修得者のみに、また、ⅡBの履修はⅠBの修得者のみに認められる。なお、高一
種免においてもⅡABの履修は可能とする。 

注3    網掛けの科目は教育実習受講資格に定められた科目です。3年次終了までに必ず単位を修得してくだ
さい。（IAIBまたはIIAIIBの組合せで4単位） 

注4 選択科目は必修及び選択必修以外の授業科目の単位で充足してください。 
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③ 英語コミュニケーション学科 中学校・高等学校（英語） 
第３表 

 
注：   網掛けの科目は教育実習受講資格に定められた科目です。3年次修了までに組み合わせによらず4単
位を修得ください。また、4年次修了までに中一種免はⅠAB及びⅡABの8単位, 高一種免はIA・IBまたはIIA・
IIBの組合せで4単位を修得してください。 
 
選択科目は必修及び選択必修以外の授業科目の単位で充足してください。 

設置 履修
学部 中一種免 高一種免 方法等

英語学概論 4 200 言コミ 4 4 必修
音声学 2 200 言コミ
意味論 2 300 言コミ
英語文学 A 2 100 言コミ 2 2 必修
英語文学 B 2 200 言コミ
英語文学 C 2 300 言コミ
英語児童文学 2 200 言コミ
Communication Basic Ⅱ 2 100 言コミ 2 2 必修
Intermediate Listening and  Speaking A 2 200 言コミ
Intermediate Listening and  Speaking B 2 200 言コミ
Academic Speaking and Listening A 2 200 言コミ
Academic Speaking and Listening B 2 200 言コミ
Basic Speaking Ⅰ 1 100 言コミ
Basic Speaking Ⅱ 1 100 言コミ
English Comprehension Ⅰ 2 100 言コミ
English Comprehension Ⅱ 2 100 言コミ
Intermediate Reading and Writing A 2 200 言コミ
Intermediate Reading and Writing B 2 200 言コミ
Academic Reading and Writing A 2 300 言コミ
Academic Reading and Writing B 2 300 言コミ
Basic Writing Ⅰ 1 100 言コミ
Basic Writing Ⅱ 1 100 言コミ
Communicative Grammar 2 300 言コミ
English Project Workshop 2 100 言コミ
英語通訳法入門 4 200 言コミ
英語通訳法 4 300 言コミ
English for Tourism 2 200 言コミ
観光ガイド通訳 2 300 言コミ
Business Communication 2 300 言コミ
異文化コミュニケーション論 4 200 言コミ 4 4 必修
アメリカ研究 4 100 言コミ
イギリス研究 2 100 言コミ
アジア研究 2 100 言コミ
英語科教育法 ⅠA 2 200 教職
英語科教育法 ⅠB 2 200 教職
英語科教育法 ⅡA 2 200 教職
英語科教育法 ⅡB 2 200 教職

30 26
6 14
36 40

最低修得単位数科目
区分

各科目に定めるこ
とが必要な事項

授業担当科目 単位数
ナンバ
リング

2 選択必修

教
科
に
関
す
る
専
門
的
な
事
項

英語学
2 2 選択必修

英語文学
2 2 選択必修

英語コミュニケー
ション

必修
高校はⅠAB
又はⅡABの
組合せで4単
位選択必修

各教科の指導法(情報機
器及び教材の 活用 を含
む。)

8 4

必修、選択必修科目　計
選択科目

計

4 4 選択必修

異文化理解
2
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（５）教育の基礎的理解に関する科目等 

各免許教科における「教育の基礎的理解に関する科目」等は次のとおりです。 
第４表 

科目 
区分 授業科目 単位

数 
ナンバ 
リング 

設置 
最低修得単位数 履修 

方法等 中学英語 高校英語 中学保健体育 高校保健体育 

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目 

教職概論 2 100 教職 2 2 2 2 必修 

教育原理 4 100 教職・人社 
言コミ 

4 4 4 4 必修 

教育心理学 4 100 教職・人社 
言コミ 4 4 4 4 必修 

発達心理学 4 100 人社     選択 
特別支援教育論 2 200 教職 2 2 2 2 必修 
学校経営・制度論 2 200 教職 2 2 2 2 必修 
教育課程論 2 200 教職 2 2 2 2 必修 

道
徳
︑
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
︑
及
び
生
徒
指

導
︑
教
育
相
談
等
に 

関
す
る
科
目 

道徳教育の理論と実
践 

2 200 教職 2  2  中学は必修 

総合的な学習の時間の指導法 2 200 教職 2 2 2 2 必修 
特別活動の理論と方
法 

2 100 教職 2 2 2 2 必修 

教育方法・技術論（情報通信
技術の活用を含む） 2 200 教職 2 2 2 2 必修 

生徒指導 2 100 教職 2 2 2 2 必修 
進路指導論 4 200 教職 4 4 4 4 必修 

教育相談 2 100 教職・人社 
言コミ 2 2 2 2 必修 

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目 

教育実習演習(英語) 1 300 教職 1 1   必修 
教育実習演習(保健体育) 1 300 教職   1 1 必修 
教育実習(中・英語、中・保健体育) 4 400 教職 4  4  必修 
教育実習(高・英語、高・保健体育) 2 400 教職  2  2 必修 
教職実践演習(中・高) 2 400 教職 2 2 2 2 必修 

計   39 35 39 35  
 
注：    網掛けの科目は教育実習受講資格に定められた科目です。3年次終了までに必ず単位を修得してく
ださい。 
 必修以外の授業科目の単位を修得した場合は、「大学が独自に設定する科目」の単位として算入することが

できます。 
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（６）大学が独自に設定する科目 

「大学が独自に設定する科目」は次のとおりです。 
第５表 

科目 
区分 授業担当科目 単位数 

ナンバ 

リング 
設置 
学部 

最低修得単位数 
履修方法等 

中一種免 高一種免 

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目 

介護等の体験 1 300 教職 1  必修(中一種免のみ) 

生涯学習概論 A 2 100 教職    
生涯学習概論 B 2 100 教職    
道徳教育の理論と実践 注 1 2 200 教職    
教育評価 2 200 教職    
学校インターンシップ 注 2 2 200 言コミ    
学校インターンシップⅠ 注 3 2 200 人社    
学校インターンシップⅡ 注 3 2 300 人社    
学校インターンシップⅢ 注 3 2 400 人社    
その他「教科及び教科の指導に関する科目」、「教

育の基礎的理解に関する科目等」から最低修得単

位数を越えて修得した科目 

      

 
注 1：「道徳教育の理論と実践」については、高等学校免許状取得予定者についてのみ、「大学が独自に設定する 

科目」として修得することができます。中学校免許状取得予定者は「教育の基礎的理解に関する科目等」
の必修科目であるため、修得しても「大学が独自に設定する科目」の単位として充当することはできませ
ん。 

注 2：英語コミュニケーション学科生のみ履修可 
注 3：人間スポーツ学科生及びスポーツ科学科生のみ履修可 
 

（７）その他の科目 

教育職員免許法施行規則第 66 条の６により、下表の単位を併せて修得することが必要です。 
① 人間社会学部 

第６表 教育職員免許法施行規則第 66 条の 6 に定める科目と修得単位数 
人 間 社 会 学 部 

施行規則に 
定める科目 授業科目 単位 ナンバ

リング 設置学部 最低修得
単位数 備考 

日本国憲法 憲法 4 100 人社 4 必修 

体 育 健康・スポーツ科学 4 100 人社 4 必修 

外国語コミュニ
ケーション 

Oral Communication 
実践ドイツ語 
実践スペイン語 
実践中国語 
実践ハングル 

2 
2 
2 
2 
2 

100 
100 
100 
100 
100 

人社 
人社 
人社 
人社 
人社 

 
 
  2 選択必修 

情報機器の操作 ICT 基礎 2 100 人社 2 必修 

計 12  
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① 言語コミュニケーション学部 
第７表 教育職員免許法施行規則第 66 条の 6 に定める科目と修得単位数 

言語コミュニケーション学部 

施行規則に 
定める科目 授業科目 単位 ナンバ

リング 設置学部 最低修得
単位数 備考 

日本国憲法 憲法 4 100 言コミ 4 必修 

体 育 
健康・スポーツ科学 
健康・スポーツ実技 

4 
1 

100 
100 

言コミ 
言コミ 

2 選択必修 

外国語コミュニ
ケーション 

Communication Basic Ⅰ 2 100 言コミ 2 必修 

情報機器の操作 ICT 基礎 2 100 言コミ 2 必修 

計 10  

 

（８）教職課程の登録 

本学における教職課程生としての受講資格は、下記の通りです。 
① 教職課程登録費について 

教職課程における授業科目の履修をする場合、定められた時期までに教務課へ登録申請をし、教職課
程登録費 20,000 円を納入してください。 

    なお、一旦納入された登録費用は、いかなる理由があっても返金しません。 
 
② 教職カルテ及び面接指導について 

各年次（2年次以降）の定められた時期までに『教職課程履修カルテ』を提出して、面接指導を受けてく
ださい。 

 

（９）履修上の注意 

① 教職課程設置科目の履修 
第1表～第５表の設置学部欄に教職と記載されている科目は教職課程を目的として設置されている科目

で、卒業要件の単位としては扱われません。（教職課程を放棄しても卒業要件単位への振替は行われませ
ん。） 
この履修登録単位は、「学部履修規程」に定める履修制限単位数（以下単に「履修制限単位数」という。）
には含まれません。 

 
② 学部設置科目の履修 

第1表～第５表の設置学部欄に学部名が入っている科目は、卒業要件の単位として扱われると同時に、
「教科及び教科の指導法に関する科目」、「教育の基礎的理解に関する科目等」、「大学が独自に設定する
科目」に充当できる授業科目です。この履修登録単位は、履修制限単位数に含まれます。 

 
③ その他の注意 

教職課程においては、履修する科目が多く時間割が重複し、４年間で修得できなくなることもあり得るの
で、計画的に定められた科目を標準年次に履修し修得するように心がけてください。 

また、各自修得状況を把握し、不足する科目がないよう注意してください。 
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（10）教育実習 

① 教育実習をするにあたって 
教育職員免許法により、教員免許状取得には「実習校における教育実習」が必修とされていますが、実習校

の協力なしに「教育実習」をすることは不可能です。しかし、実習校には教育実習生を受け入れる法的な義務
はなく、実習校側の後継者養成の好意によって受け入れていただいているのが実情です。（実習校からは「真
剣に教員をめざしている学生のみしか受け入れない。大学側は学生を厳選して送って欲しい」と要請されて
います）。 

    また、実習生は、たとえ短期間とはいえ、実習校の生徒にとっては“先生”であり、実習生の教育的・社会的
責任はきわめて重大です。 

このことから、教職をめざす者は日頃から教員として望まれる教養を身につけ、教育実習に必要な教科の
学力を養うなど、真剣に実習に臨む覚悟を早期から持つように努めなければなりません。 

 
② 教育実習受講資格 

本学では「教育実習」の履修登録をするに際しての前提条件 として下記の受講資格を設けています。従っ
て、下記の条件を充たさない場合は「教育実習」を行うことはできません。 
（a）定められた教職課程ガイダンスに出席していること。 
（b）本学の建学の精神に則り、教職を志す者としての見識を高めるために行う本学所定の面接指導をあら

かじめ受けていること。 
（c）４年次以上に在学し、教育職員免許状の取得見込の確実な者であること。 
（d）３年次終了までに教職概論、教育原理、特別活動の理論と方法、生徒指導、教育相談、教科教育法 

（4 単位）、教育実習演習の単位を修得していること。 
注：教科教育法（4 単位）の修得方法は取得する免許状により異なります。 

（e）次の基準を満たしていること。 
① 4 セメスター、5 セメスター、6 セメスター終了時に GPA が原則 2.00 以上であること。 
② ３年次終了までに「教育実習演習」の単位を修得し、教育実習演習担当教員の教育実習に係る評価欄 

に不適切な指摘がなく、実習が「可能」という評価であること。 
（f）実習受け入れ校の正常な教育活動を妨げるおそれのない者。 
（g）伝染のおそれのある疾病等、実習校の教育に重大な支障を来たすおそれのないこと。 

 
③ 教育実習の方法 

〈教育実習期間〉 
実習期間は取得する免許状の種類によって次のように定められています。 

（a）中学校教諭一種免許状を取得する場合は４週間 
（b）高等学校教諭一種免許状を取得する場合は２週間 
注）中学、高校の両方の免許状を併せて取得する場合は４週間（６週間の実習を行う必要はありません） 

〈実習場所〉 
          実習場所は、取得する免許状の種類にかかわらず中学校または高等学校のいずれか一方で行えばよい 

ことになっています。 
〈実習手続き〉 

       教育実習の申し込み及び申請等に関する手続きは、次のとおりです。この手続きは、大学以外の諸機
関との関係がありますので、すみやかに行う必要があります。 
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実習までの流れ 
・教育実習校の確保について 

教育実習校は原則として大学では紹介せず、実習を希望する個々人で探すことになりますが、近年、教育
実習希望者が増加している反面、市町村合併や学校統廃合で母校がなくなってしまっているケースもあ
り、年々実習校の確保が難しくなっています。本学では内諾の取り方については、４月に実施する「３年
次教職ガイダンス」において説明しますが、３年次にスムーズに内諾が取れるように、早めに母校に連絡
をとるなどして準備しておく必要があります。 

・教育実習の受け入れ内諾報告 
３年次の９月開講時までに実習校の内諾についての報告をしてください（実習内諾書の提出）。この内諾
書を基に大学から実習校あてに、４年次3〜４月に依頼状を送付します。 

・「教育実習」履修登録 
「教育実習」の履修登録は、４年次の４月の履修登録を行う際に忘れずに行ってください。教育実習の履
修登録をもって、実習の本登録とみなします。なお、３年次終了までに前ページ記載の「②教育実習受講
資格」を満たしていない場合は、教育実習を履修登録することはできません。 

・教育実習の事前打ち合わせ 
教育実習に入る前に実習校を訪問し、校長及び実習担当の先生と面接し実習の打ち合わせをします。 

・教育実習 
教育実習の実習期間は原則として５月～11月に行われます。 
教育実習は長期において大学を休むことになりますので、他に履修している科目がある場合は、事前に履
修科目担当教員に欠席届を提出するようにしてください。 
注）実習にあたっては、大学との教育実習に係る誓約書の内容を遵守してください。 

・教育実習記録の提出 
実習終了後２週間以内に、教育実習記録を提出することで実習完了とみなします。 

〈実習の評価〉 
教育実習の評価は、教育実習のレポート、実習校での評価及び本学指導教員の評価を総合して行います。 

〈教育実習に関する実習費用について〉 
教育実習校への実習費等は、各自が負担し、直接実習校に支払うようにしてください。実習校により実習費
は必要がないという場合もあります。 

 

（11）教職実践演習受講資格 

教職実践演習は必修であり、受講資格は次のとおりです。 
（a）教職に就く意思のある者 
（b）４年次春学期終了までに教職実践演習を除く「教育の基礎的理解に関する科目等」の必要単位を修得し

ていること。 
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（12）介護等の体験について 

「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律」の制定に伴い中学
校の免許状を取得する場合には、社会福祉施設等において介護等の体験を行うことが義務付けられました。こ
の制度は、義務教育に従事する教員が個人の尊厳及び社会連帯の理念に関する認識を深めることが重要である
との認識から、教員としての資質の向上を図り、義務教育の一層の充実を期するために定められたものです。 

① 実施時期・期間 
本学では、介護等の体験の時期は原則として３年次としています。期間は原則として社会福祉施設で 

５日間、特別支援学校で２日間の計７日間実施します。 
② 受講資格 

教育実習受講資格（a）、（b）、（f）、（g）に準じます。 
③ 単位の修得 

介護等の体験を行う者は、本学において、「大学が独自に設定する科目」の「介護等の体験」（１単位）
を履修し、その科目の単位を修得する必要があります。 

④ 介護等の体験実習費・保険料 
介護等の体験の申込時に体験実習費として、15,000円（予定）を教務課に納入する必要があります。

（「介護等の体験」を履修登録する際に必要になります）。 
  ⑤ 介護等の体験の証明 

介護等の体験を終了したら、施設長および学校長より「介護等体験証明書」を受領してください。中
学校教諭の免許状の申請にあたっては、介護等の体験に関する証明書を提出しなければ教育委員会に受
理されません。 

⑥ 記録簿等の提出 
介護等の体験終了後、介護等の体験日誌、「介護等体験証明書」等の提出が必要となります。 

⑦ 体験を要しない者 
次に掲げる者は、介護等の体験の必要はありません。 

（a）介護等に関する専門知識及び技術を有すると文部科学省令で定める者 
（b）身体上の障害により介護等の体験を行うことが困難な者として文部科学省令で定める者 

（身体障害者手帳に、障害の程度が１級から６級と記載されている者） 
 

（13）免許状授与申請について 

① 一括申請 
教育職員免許状は本人が居住地の都道府県の教育委員会に授与を申請するものですが、特別な措置と 

して大学は３月卒業時に免許状を必要とする学生のために各人の申請を代行して一括して免許状申請を 
行っています。一括申請による免許状は卒業式当日に交付します。 

     一括申請の取り扱いを希望する者は、ガイダンスに必ず出席し所定の手続きにより申請してください。 
② 個人申請 

一括申請ガイダンスに欠席や所定の手続きを怠った場合、または卒業後に科目等履修生制度によって 
所定単位を修得した場合等は、個人で申請手続きをすることになります。 

     個人申請者は各自居住する都道府県の教育委員会に、申請方法、申請書類、受付期間等を確認の上、手
続きをしてください。 
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（14）教職課程関係スケジュール 

ガイダンス、説明会等は必ず出席のうえ、諸手続きを行うこと。無断欠席は認められません。日程の詳細は 
POTI で連絡をするので、必ず確認をしてください。 

書類の提出期限は厳守してください。 

 4月 教職課程ガイダンス

10月頃 教職課程の登録

・・・教職課程登録費納入

 6月 教職課程ガイダンス

 9月 教職課程履修カルテガイダンス

 9月末 教職課程履修カルテ提出

10月 面接指導

12月 介護等の体験申込説明会

〜

2月

 4月 教職課程ガイダンス

 9月 教職課程履修カルテガイダンス 教育実習校の内諾を得る

 9月末 教職課程履修カルテ提出 ・・・各自で母校に依頼

10月 面接指導

 4月 教職課程ガイダンス

教育実習直前ガイダンス

 9月 教職課程履修カルテ提出

教員免許状一括申請説明会

（キャンパスによって異なるため、POTIにて連絡）

 3月 卒業式 : 教育職員免許状授与

介
護
等
の
体
験

教育実習

教職実践演習

ガイダンス等

1年次

2年次

3年次

履修

4年次

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等

教
科
に
関
す
る
専
門
的
な
事
項

教
科
の
指
導
法

6
6
条
の
6
に
定
め
る
科
目

 

（15）小学校教員免許状取得プログラムについて 

  本学に在学しながら、提携校の通信教育課程で科目履修し単位を修得することにより、小学校教諭一種免
許状が取得できます。ただし、本学で中学校教員免許状を取得することが条件になります。 
 プログラムの詳細については説明会を開催しますので、教務課および POTIで確認してください。 
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（16）教職支援センターについて 

 ① 教職支援センターとは 
   教職支援センターでは、教員志望の学生に対して、さまざまな情報を提供するとともに、教員採用試験受

験のための支援を行っています。 
   センター所属の教員や指導員が、教員就職を目指す学生を対象に、公立学校及び私立学校の教員採用試験

のための支援を行うとともに、個別相談や面接指導、様々な情報・資料提供などを通して幅広くサポートし
ています。 

② 利用について 
 〈利用対象〉 
  ・東京国際大学教職課程を教務課にて登録申請した学部生 
  ・卒業後、教務課にて再度登録申請した教員採用試験合格を目指す卒業生 
 〈場所〉 
  ・川越第１キャンパス：4号館3階 
   
開室スケジュールはPOTIまたは教務課にて確認してください。 
 

（17）科目等履修生制度について 

 在学中に教育職員免許状申請に必要な単位を修得できなかった者は、卒業後に「科目等履修生」として、 
必要な単位を修得すれば免許状を取得することができます。「科目等履修生」についての詳細は、POTIの 
科目等履修生規程を参照してください。 
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